
尊
敬
す
る
ご
来
場
の
皆
様

本
日
、
皆
様
が
一
同
に
会
し
、
「
第
十

一
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
す
。

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
幕
に
あ
た
り
ま
し
て
、
国
家
櫓
案
局
副
局
長
兼
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
館
長
胡
旺
林
な
ら
び
に
中
国
第

一

歴
史
橿
案
館
の
全
職
員
を
代
表
し
、

の
古
い
友
人
の
方
々
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方
々
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

光
陰
矢
の
ご
と
し
、

五
年
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
こ
に
お
集
ま
り

と
申
し
ま
す
が
、
中
国
第

一
歴
史
棉
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
学
術
協
力
も
す
で
に

二
十

一
九
九

一
年
、
我
々
が
初
め
て
学
術
交
流
に
関
す
る
協
議
書
に
調
印
し
て
以
来
、
中
国
第
一
歴
史

橿
案
館
と
沖
縄
県
の
協
力
の
下
、
双
方
の
多
く
の
専
門
家
や
研
究
者
の
積
極
的
な
参
加
と
献
身
的
な
働
き
を
通
し
て
、
構

案
史
料
の
発
掘

・
整
理
は
も
と
よ
り
、
学
術
研
究
の
領
域
に
お
い
て
も
注
目
を
浴
び
る
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

中
国
第

一
歴
史
樅
案
館
所
蔵
の

一
千
万
件
余
り
の
清
代
の
公
文
書
の
う
ち
、

こ
ん
に
ち
は
！

尊
敬
す
る
専
門
家
、
研
究
者
の
皆
様

中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
副
巡
視
員

第
十
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

四
千
件
近
く
の
中
琉
関
係
棉
案
が
次
々
と

旦
/~ 

シ
ン

冗
豊
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私
は
満
文
橿
案
に
携
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
光
栄
に
も
、

発
掘

・
整
理
さ
れ
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
提
供
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
以
外
で
も
、
前
後
し
て
清
代
中
琉
関
係
樅
案

史
料
三
十
八
冊
を
編
集
・
出
版
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
構
案
史
料
の
編
集
・
出
版
は
学
界
に
精
確
か
つ
系
統
的
な
一

次
史
料
を
提
供
し
、
中
琉
関
係
史
の
よ
り
詳
細
な
研
究
に
寄
与
し
、
新
し
い
研
究
領
域
を
開
拓
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、

沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
の
『
歴
代
宝
案
』
編
集
に
、
貴
重
な
参
考
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
で
作
業
の
質
を

双
方
で
調
印
さ
れ
た
協
議
書
の
規
定
に
よ
り
、

二
＼
三
年
に

一
度
、
交
互
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
十
一
回
行
わ
れ
た
中
で
専
門
家
や
研
究
者
が
提
出
し
た
論
文
は
七
〇
篇
余
り
、
第

一
回
＼
十
回
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
発
表
論
文
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
編
鋲
に
よ
り

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
＋
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
『
論
文
集
』
の
出
版
は

111琉
渕
係
史
研
究
を
推
し
進
め
る
の
み
な
ら
ず
、

学
術
交
流
を
深
め
、
学
術
研
究
チ
ー
ム
を
大
き
く
育
て
て
参
り
ま
し
た
。
本
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
我
々
双
方
に
と
っ

て
学
術
交
流
の
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、

て
お
り
ま
す
。

を
始
ま
り
と
し
て
、
第
三
回
か
ら
第
八
回
お
よ
び
今
日、

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
役
立

っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
双
方
の
人
的

ま
す
ま
す
学
界
の
関
心
を
集
め
、
重
視
さ
れ
る
も
の
と
な
っ

と
合
計
七
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、
満
文
橿
案
に
重
点

を
置
い
た
学
術
論
文
を
七
篇
発
表
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
交
流
で
得
た
も
の
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
参
加
し
や
す
い
形
で
の
学
術
交
流
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム
が
あ
っ
た
お
陰
で
、
私
は
中
琉
関
係
史
の
研
究
釦

一
九
九
五
年
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

推
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
翻
訳
野
村
直
美
）

そ
し
て
こ
の
相
互
交
流
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー

ム
の
場
を
利
用
し
て
、
自
分
自
身
の
学
術
研
究
の
水
準
と
能
力
を
高
め
、
予
想
以
上
の
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
今
後
も
こ
の
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
の
編
集

・
出
版
が
滞
り
な
く
続

き
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
学
界
と
研
究
者
に
相
互
交
流
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム
の
場
を
提
供
し
、
中
琉
関
係
史
研
究
を

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
第

一
歴
史
椙
案
館
か
ら
四
篇
の
論
文
を
提
出
し
ま
し
た
。
伍
媛
媛
女
史
の
「
明
清

期
中
琉
交
流
の
特
設
機
関
ー
福
州
柔
遠
駅」、

王
金
龍
氏
の
「
道
光
・
咸
豊
期
に
お
け
る
英
仏
人
の
琉
球
逗
留
と
交
渉
問
題

に
つ
い
て
」
、
張
小
鋭
女
史
の
「
内
務
府
『
奏
錯
橿
』
の
中
琉
関
係
稿
案
に
関
す
る
試
論
」
、

る
琉
球
国
王
舅
馬
宗
毅
の
清
朝
派
遣
と
そ
の
意
義
」

そ
し
て
私
の
「
清
初
に
お
け

で
す
。
こ
れ
ら
四
篇
の
論
文
で
、
主
に
本
館
が
所
蔵
す
る
満
文

・
漢

文
棉
案
及
び
沖
縄
県
教
育
庁
史
料
編
集
班
が
編
集

・
出
版
し
て
い
る
『
歴
代
宝
案
』
を
も
と
に
、
ま
た
他
の
関
係
資
料
も

参
考
に
し
て
、
中
琉
歴
史
関
係
に
関
す
る
問
題
や
そ
の
椙
案
に
つ
い
て
、
意
義
の
あ
る
検
討
や
意
見
を
述
べ
、
ご
来
席
の

専
門
家
の
方
々
、
研
究
者
の
皆
様
方
に
討
論
と
交
流
の
場
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
琉
球

・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
お
祈
り
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

―1
0
一
五
年
十
一
月
十
四
日

(5) 


